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　新入社員はまず手動のフライス盤を使って、材料を削るときの手の感触や力
の入れ具合を身体で覚えます。この感覚は、最新のマシニングセンタのプログラ
ムにも不可欠です。こうして全員が全工程の技術を習得することで、図面を読む
力を養い自分で課題を発見できるようになります。
　さらに変更や修正をお客様とやりとりする中で、人間も磨かれて信頼を獲得で
きる社員に成長していきます。技術だけでは仕事はこない。人と人との信頼関係
を築いてはじめて品質が認められます。

　ものづくりがおもしろいのは努力が報われるとこ
ろ。頑張るほど達成感も大きくなり、努力した自分
が豊かに感じられます。勉強もスポーツも仕事も同
じ。ここぞという時にもうひと踏ん張りしてみると、
今まで気付かなかった世界が見えてきて、人生が楽
しくなってきます。

手動の機械を使って、金属を切削する感覚を身
体で覚える

コンピュータ制御の機械を操作する時も、身体
で覚えた感覚が役立つ

最新のマシニングセンターも導入。お
客様からの要望にそれを上回る精度で
応える

　どんな分野でも、卓越した技術を身

につければ成功できる。この信念のも

と、青葉精工は金属をミクロンの精度

で切削するマシニング、フライス加工

一本に絞って実績を重ね、高い評価を

得ています。

　仕事で大切にするのは人の役に立

つこと。最新の機械を導入し、より高

度な技術を習得するのも、お客さまそ

して社会の役に立てるため。社員教

育でも辛抱強さや協調性の大切さを

理解し、人から信頼されその信頼に応

えられる人間になることを目指してい

ます。地域の活動や学校行事などに

積極的に参加するのも、人と人とのつ

ながりを大切にする気持ちから。地域

で事業を営む者が、地域に恩返しをす

るのは当たり前という考えからです。

　田中三津男代表取締役のモットー

は、常に3手先を読むこと。市場や新

しい技術をリサーチし、お客さまの気

持ちを先取りすることで、人の役に立

つものづくりが見えてくるのです。

腕を磨くことで人間も磨かれる

卓越した技術で
人の役に立つものづくり

人生は楽しい方がいい！
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